
， 

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
三

共
の
名
高
か
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
設
宇
る
に
、
蔭
涼
軒
宰
韓
日

銭
に
、
延
徳
二
年
二
月
十
四
日
赤
松
次
郎
。
自
昌
備
前
・
加
賀
-
登
上
一

樽
雨
種
。
持
v
之
来
面
謝
云
々
。
と
あ
る
も
、
加
賀
の
菊
酒
な
ら
ん
か
。

赤
松
次
郎
政
則
は
、
首
時
加
賀
b
T
園
の
地
頭
職
に
て
、
石
川
・
河
北
二

郡
と
備
前
の
庄
闘
を
ば
所
領
と
・
な
し
た
り
。
又
後
成
恩
寺
閥
自
殺
良

公
の
撰
び
給
へ
る
尺
索
往
来
に
‘
泊
者
柳
一
荷
。
加
'
之
天
野
。
南
京

之
名
物
。
兵
庫
西
宮
之
官
酒
。
及
越
州
盟
原
。
賀
州
宮
腰
等
。
相
罰
則
剛

瓶
子
井
銚
子
・
提
子
コ
附
ν
調
=
設
之
-
也
。
皆
是
憤
-
-
於
下
芳
新
盟
之
貫
-

耳
。
と
あ
り
て
、
資
州
宮
腰
の
髄
酒
も
、
そ
の
か
み
名
高
き
名
糖
な

り
し
と
開
ゆ
。
さ
て
加
賀
の
菊
酒
の
名
は
、
今
も
人
々
に
股
失
す
と

い
へ
ど
も
、
菊
酒
の
名
義
は
、
い
ま
だ
そ
の
総
説
を
知
ら
宇
。
土
屋

義
休
の
犬
路
水
経
に
、
犀
川
の
水
源
西
谷
な
る
大
障
子
谷
の
東
の
小

谷
に
、
自
然
生
の
菊
多
し
。
此
の
菊
花
の
滴
り
谷
よ
り
流
出
る
に
依

っ
て
.
菊
水
川
と
も
い
へ
り
。
共
所
を
ぽ
菊
揮
と
名
付
け
、
往
昔
菊

水
を
飲
ん
で
長
生
せ
し
者
あ
り
し
と
ぞ
。
今
金
津
の
酒
造
家
、
犀
川

の
水
を
汲
み
て
醗
酒
を
な
す
。
故
に
共
の
酒
を
菊
捕
と
い
ふ
と
見

ゆ
。
園
事
昌
披
問
答
に
も
、
犀
川
西
谷
大
障
子
谷
東
の
小
谷
た
る
自

然
生
の
菊
あ
る
に
依
っ
て
、
摩
川
の
河
水
に
て
諮
る
酒
を
ぽ
菊
酒
と

は
寓
菊
た
ど
L
名
け
L
る
も
、
皆
共
の
貨
は
菊
酒
の
意
に
て
、
犀
川

の
菊
水
を
以
て
諮
れ
る
ゆ
ゑ
な
る
ぺ
し
。
犀
川
の
菊
水
と
い
ふ
は
、

彼
の
菊
揮
の
流
・
な
る
を
以
て
い
へ
る
左
り
。

O
紙
屋
茜
邸
玄
本
松

此
の
松
は
紙
屋
奮
邸
の
遺
木
に

τ.
今
も
そ
の
後
を
譲
り
受
け
た
る

酒
治
家
の
露
地
に
あ
り
。
一
株
の
老
松
・
な
れ
ど
、
根
元
よ
り
五
本
に

成
り
て
今
陀
一
集
生
す
。
故
に
五
本
松
と
呼
ぺ
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
此

の
松
は
天
狗
の
住
所
な
り
。
依
っ
て
昔
よ
り
枝
葉
を
伐
る
事
を
禁
止

す
。
若
し
枝
葉
を
伐
り
採
れ
ば
必
宇
繰
り
あ
り
と
い
ふ
。
又
此
の
木

に
天
狗
の
住
み
居
け
る
に
よ
り
‘
石
浦
町
一
町
は
‘
昔
よ
り
火
難
を

遁
れ
た
り
と
い
ひ
侮
へ
た
り
。
按
・
宇
る
に
、
寛
永
八
年
四
月
十
四
日

の
火
災
は
、
三
登
記
K
、
犀
川
橋
爪
法
般
寺
門
前
よ
り
出
火
し
.
河

原
町
よ
り
岡
井
口
及
び
禽
野
川
金
屋
町
迄
鏡
抜
け
た
る
が
‘
江
戸
よ

り
上
使
と
し
て
雨
使
来
り
し
時
南
町
の
片
側
は
焼
け
ざ
れ
ば
、
即
ち

か
ね
や
忠
左
衛
門
等
ニ
・
三
軒
の
・
町
屋
を
上
使
宿
と
す
と
あ
り
て
、

此
の
時
‘
石
浦
町
は
遁
れ
た
り
と
聞
ゆ
。
寅
暦
九
年
四
月
十
日
の
大

火
に
も
、
石
浦
町
は
火
難
を
遁
れ
た
る
よ
し
‘
彼
の
火
災
記
に
見
ゆ
。

さ
れ
ど
三
登
記
陀
、
寛
永
十
二
年
五
月
九
日
の
暁
K
.
河
原
町
の
後

金
海
古
蹟
志
巻
骨
三

い
ふ
。
い
に
し
へ
よ
り
、
此
の
河
流
の
水
を
答
み
て
長
捧
を
保
ち
け

り
と
云
ひ
停
へ
た
り
。
彼
の
自
然
生
の
菊
は
、
そ
の
花
黄
色
な
り
。

と
い
へ
り
。
富
岡
景
周
の
菊
酒
考
に
も
、
古
来
の
停
訟
に
、
犀
川
の

水
源
菊
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織
に
自
然
生
の
菊
あ
る
に
依
り
て
、
菊
水
川
と
も
菊
揮
川

と
も
呼
ぺ
り
。
と
の
菊
露
の
滴
な
る
河
水
を
以
て
顧
す
る
酒
な
る
に

依
り
て
‘
菊
酒
と
稿
す
る
よ
し
記
載
せ
り
。
右
の
僻
続
共
皆
同
ゃ
う

の
設
に
て
、
風
俗
過
に
見
ね
た
る
南
陽
鯨
の
甘
谷
た
る
菊
水
の
故
事

に
よ
り
た
る
も
の
也
。
太
平
記
に
見
h
け
る
中
納
言
光
親
卿
の
、
昔

南
陽
勝
之
菊
水
.
汲
昌
下
流
-
延
v
齢
云
々
。
と
宿
の
柱
に
書
つ
け
ら
れ
、

古
歌
に
も
菊
を
ぽ
齢
を
延
ぷ
る
た
め
し
に
よ
み
、
源
氏
物
語
に
も
老

を
わ
す
る
h

菊
と
い
へ
り
。
是
等
の
故
事
に
よ
り
て
、
菊
酒
の
名
も

起
り
た
る
も
の
な
り
と
聞
ゆ
れ
ど
、
加
賀
の
菊
酒
と
て
、
金
揮
の
臨

調
に
限
り
菊
沼
と
呼
び
な
し
け
る
濫
鰯
は
詳
か
た
ら
宇
。
貨
に
犀
川

の
河
水
に
撮
れ
る
名
稀
な
ら
ば
、
犀
川
附
近
の
酒
治
家
の
醜
酒
の
惣

名
な
ら
ん
か
。
犀
川
附
近
の
酒
治
家
は
‘
多
分
厚
川
の
河
水
を
汲
み

て
酒
を
諮
れ
り
。
故
に
彼
の
紙
屋
九
右
衛
門
が
家
に
践
し
け
る
酒

も
、
往
昔
よ
り
菊
酒
と
呼
ぴ
て
、
犀
川
の
河
水
を
以
て
浩
れ
り
と
い

ひ
僻
へ
た
り
。
今
犀
川
附
・
近
の
滴
治
家
に
遣
れ
る
酒
銘
に
‘
菊
一
或

へd
ュ:句、
h
p
E
K
U
号、

よ
り
出
火
、
犀
川
口
河
原
町
・
竪
町
筋
・
甫
町
・
石
浦
町
・
堤
町
・
尾
張

町
・
新
町
・
中
町
・
寺
町
・
訟
が
や
町
・
岡
井
口
へ
押
廻
し
、
浅
野
川
人

持
衆
下
屋
敷
共
悉
く
焼
失
と
あ
れ
ば
.
と
の
時
の
火
災
に
は
.
そ
の

難
民
躍
り
た
り
と
見
h
た
り
。
故
に
か
の
松
は
共
の
後
槌
ゑ
た
る
も

の
友
ら
ん
か
。

O
紙

屋

小

路

石
浦
町
よ
り
右
衛
門
橋
へ
往
く
小
路
に
て
、
そ
の
か
み
紙
屋
九
右
衛

門
、
此
の
小
路
の
角
に
居
住
し
、
家
の
横
小
路
た
り
し
故
に
名
づ
く
。

今
も
紙
屋
小
路
と
呼
べ
り
。

O
紙
屋
小
路
奇
事

加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
云
ふ
。
明
和
元
年
正
月
廿
二
日
の
幕
頃
.

石
浦
町
紙
屋
酒
庖
の
小
路
の
出
口
一
溝
際
の
松
.
根
返
り
し
て
中
程
よ

り
折
れ
た
り
け
る
に
、
折
口
よ
り
煙
立
ち
、
火
玉
の
如
き
物
飛
出
で
‘

寺
町
の
方
へ
飛
行
く
を
.
往
来
の
諸
人
多
く
立
留
り
て
見
物
せ
り
。

と
あ
り
。

O
石
浦
町
薮
の
内

石
浦
町
の
裏
町
民
定
、
奮
海
中
は
審
士
の
邸
宅
の
み
也
。
此
の
地
は
、

高
岡
町
薮
の
内
へ
綬
き
て
、
従
前
は
惣
構
の
土
居
つ
ピ
き
な
り
。
故




